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今回の内容
●常任委員会報告
●研修報告
●北部３ヶ村議会議員懇談会
●議員間討議

筑
北
村第

110
号

議
会
だ
よ
り

令
和
６
年
3
月
21
日
発
行

各
常
任
委
員
会
か
ら
、
最
近
の
委
員

会
で
の
協
議
内
容
等
報
告
し
ま
す
。

⃝

建
設
産
業
常
任
委
員
会

�

（
令
和
6
年
1
月
24
日
）

若
者
向
け
定
住
促
進
住
宅

�

西
条
団
地
入
居
要
件
は

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

○
募
集
戸
数
７
戸

・
家
賃
４
万
５
千
円
／
月

・
敷
金
13
万
５
千
円
（
入
居
時
）

・
常
会
費
４
千
円
／
年

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・�
ど
ち
ら
か
が
40
歳
未
満
の
夫
婦
又

は
婚
姻
の
予
定
が
あ
る
方
等

と
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
で
内
容

を
精
査
し
ま
し
た
。

水
道
施
設
取
水
、
配
水
状
況
は

猛
暑
や
少
雨
に
よ
り
心
配
さ
れ
る
本

城
、
坂
北
地
域
の
水
道
取
水
、
配
水
の

状
況
を
質
問
。
栃
平
新
水
源
か
ら
の
取

水
に
よ
り
安
定
し
た
配
水
が
で
き
た
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
協
会
設
立
事
業
は

数
年
来
設
立
を
目
指
す
と
し
て
い
る

観
光
協
会
設
立
事
業
の
見
通
し
を
質
問
。

新
年
度
予
算
化
は
困
難
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
に
伴
う
と
く
ら
経
営
戦
略
は

経
営
戦
略
は
検
討
中
と
の
説
明
。

早
急
に
戦
略
を
練
り
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
開
通
を
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
の
実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。

温
泉
施
設
運
営
委
員
会
開
催
は

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
で
き
な
い
と

の
説
明
。

「
温
泉
施
設
運
営
委
員
会
の
在
り
方
」

を
根
本
的
に
見
直
し
、
新
し
い
形
態
で

検
討
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

⃝

総
務
常
任
委
員
会

�

（
令
和
5
年
12
月
20
日
）

防
災
行
政
無
線
更
新
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

早
期
の
無
線
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け
、

調
査
に
基
づ
き
全
体
事
業
を
進
め
る
中
、

防
災
カ
メ
ラ
の
更
新
も
補
助
事
業
対
象

と
し
て
進
め
る
。

ま
た
、
緊
急
放
送
内
容
の
聞
き
逃
し

対
応
と
し
て
、
同
放
送
内
容
を
テ
レ
ビ

松
本
筑
北
村
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
文
字
化
し

て
放
送
す
る
。

全
体
事
業
費
は
増
加
す
る
が
、
有
利

な
財
源
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

以
上
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
で

内
容
を
精
査
し
ま
し
た
。

⃝

社
会
文
教
常
任
委
員
会

�

（
令
和
6
年
2
月
2
日
）

保
険
料
改
正
に
つ
い
て

・
第
９
期
介
護
保
険
料

・�

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
保
険
料

介
護
保
険
・
国
保
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
か
ら
８
年
ま
で
の
今
後

の
見
通
し
な
ど
を
含
め
、
負
担
を
最
小

限
に
す
る
案
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
状
況
か
ら
徴
収
料
に
関
し
て
慎
重
な

対
応
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

す
べ
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、

こ
ど
も
へ
の
一
体
的
な
相
談
支
援
を
行

う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
が
新
た

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
機
能
、

事
業
内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

工事が進む団地予定地１棟を先行して�
建設し、内覧会を７月以降に実施
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長
野
県
地
方
自
治
政
策
課
題
研
修
会

�
（
令
和
６
年
１
月
19
日
）

「
人
口
減
少
と
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
～
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
は
～
」

と
題
し
、内
閣
官
房
参
与
（
社
会
保
障
・

人
口
問
題
担
当
）
の
山
崎
史
郎
氏
の
講

演
を
聴
き
ま
し
た
。

少
子
化
傾
向
を
反
転
で
き
る
か
、

２
０
３
０
年
代
に
入
る
こ
れ
か
ら
の
６
、

７
年
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。
出
生
率
向

上
に
は
、即
効
薬
は
な
く
、様
々
な
ケ
ー

ス
に
対
応
し
た
多
様
な
施
策
を
講
じ
て

い
く
し
か
な
い
。
と
い
っ
た
お
話
を
海

外
の
事
例
も
織
り
交
ぜ
伺
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

議
会
運
営
研
修
会

�

　
（
令
和
６
年
１
月
23
日
）

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
で
開

催
さ
れ
た
研
修
会
に
議
長
・
副
議
長
・

各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

県
下
に
58
町
村
あ
る
中
で
、
９
町

村
が
欠
員
（
Ｒ
５
・
７
月
現
在
）
あ
り
。

女
性
の
占
め
る
割
合
は
20
・
８
％
、
議

員
の
年
齢
構
成
は
65
～
74
歳
が
最
も
多

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

く
全
体
数
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。

政
務
活
動
費
を
交
付
し
て
い
る
の
は
10

町
村
（
筑
北
村
無
）。
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
は
17
町
村
。
会
議
録
作
成
に
お
け

る
音
声
シ
ス
テ
ム
の
導
入
10
町
村
（
筑

北
村
は
導
入
済
）
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
他
議
会
の
取
り
組
み
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
会

�

　
　
　
（
令
和
６
年
２
月
２
日
）

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
会
」
～

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
考
え
る
～
に

村
職
員
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。　

最
近
自
治
体
で
も
首
長
と
職
員
、
議

員
と
職
員
、
職
員
間
等
問
題
が
多
発
し

て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？

職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
、
業
務

の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的
・

身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
、
ま
た
職
場
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
。

パ
ワ
ハ
ラ
と
指
導
の
違
い
は
？

指
導
は
相
手
の
成
長
や
業
務
の
改
善

を
促
す
目
的
で
指
示
を
す
る
こ
と
。　

パ
ワ
ハ
ラ
は
相
手
を
バ
カ
に
し
た
り
、

威
圧
的
な
態
度
で
職
場
環
境
の
悪
化
に

つ
な
が
る
行
為
。
同
僚
間
や
部
下
か
ら

上
司
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

な
ぜ
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
問
題
な
の
か
？

　

�

心
身
の
健
康
を
害
し
休
職
・
退
職
に

至
る
。
→
人
材
の
流
出

　

�

職
場
環
境
の
悪
化
→
業
績
の
悪
化
→

人
材
採
用
へ
の
悪
影
響

　
�

訴
訟
に
よ
る
賠
償
→
社
会
的
信
用
・

社
会
的
地
位
を
失
う

な
ど
の
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
ま
わ
り

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
会
話
が

と
て
も
大
切
で
、
な
に
よ
り
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

北
部
３
ヶ
村
議
会
議
員
懇
談
会

�

（
令
和
６
年
２
月
２
日
）

生
坂
村
に
お
い
て
、
生
坂
村
議
会
議

長
太
田
譲
氏
よ
り
、「
小
さ
な
村
の
大

き
な
挑
戦
」
と
題
し
て
、
議
会
改
革
と

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

議
員
間
討
議

�

　
　
　
　
（
令
和
６
年
２
月
13
日
）

○
住
民
懇
談
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
会
全
体
で
対
応
す
る
懇
談
会
と
３

常
任
委
員
会
で
対
応
し
各
種
団
体
と
の

懇
談
会
を
行
う
方
向
で
検
討
し
ま
し
た
。

○
議
員
活
動
量
調
査

12
月
と
１
月
の
個
別
活
動
記
録
を
集

計
し
、
議
員
・
議
会
活
動
の
見
え
る
化

の
試
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
記
入
項
目

の
す
り
合
わ
せ
、
認
識
の
共
有
化
を
討

議
し
ま
し
た
。

ハラスメント問題は「自分ごと」として捉え、�
向き合うことが大事

青木県議も参加いただき、県議会の
お話を伺いました。
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